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この事業計画書は、第３次地域福祉活動計画（Ｈ29～Ｈ33）

の進捗・評価の観点から、活動計画の推進項目と整合性を持

たせた構成としました。 
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国は今後の福祉推進の基本コンセプトとして「我が事・丸ごとの地域共生社会の実現」を位

置づけ、社会福祉法等において住民に身近な圏域で、住民が主体的に地域課題を把握して解決

を試みる体制づくりを支援することなどを示されています。その体制づくりの中心的な機関は、

社協のほか、地域包括支援センター、生活困窮者自立支援事業における自立相談支援機関など、

各福祉制度における相談・支援機関とされ、社協の役割と具体的な事業・活動への期待が一層

高まっているといえる一方で、地域福祉の中核的な組織の担い手が社協に限定されるものでは

なくなる可能性を含んでいます。 

今後、市社協が目指す福祉の地域づくりとともに社協の事業・活動の方向性と果たすべき役

割を改めて確認することが重要となってきています。 

また、地域共生社会の実現は、これまで行政、民間を問わず世代別・分野別に縦割りに提供・

実施されてきた福祉サービスや事業・活動が、にわかに全世代・全対象型に転換するとは限り

ません。社協の事業・活動の蓄積とノウハウ、今後の事業・活動の展開に向けた考え方等を社

協として整理し、具体的に提案するとともに、行政との協働はもちろん、従来以上に地域の関

係団体及び社会福祉法人・福祉施設との連携・協働が不可欠であり、社協自身が連携・協働の

パートナーとしてふさわしい役割や機能を発揮することが必要となります。そして、学区社協

や民生委員・児童委員をはじめとする地域の関係者、地域住民のボランティア、その他の関係

団体との連携、活動の支援も一層重要な役割となります。 

まさに、地域共生社会の実現に向けた取り組みは、従来から社協が目指してきた、また、地

域で担ってきた役割や事業・活動を改めて確認し、その再構築やさらなる展開を図る、追い風

ではないかと考えます。 

このような中、平成３１年度は、第３次地域福祉活動計画（５カ年計画）の３年目であり、

計画の折り返し時期となります。２年間の取り組みを見直し、改善し、地域における生活支援

活動の強化を一層推進するとともに、協働のまちづくりの中間支援組織としての機能を発揮し、

地域の課題や特性を住民の皆様とともに整理し、共有し、課題解決に向けた住民主体の地域福

祉の一層の推進を図り、地域支えあい活動などの取り組みの強化に努めます。また、経済的な

困窮状態に陥っている方への生活福祉資金等の貸付や高齢化の進展に伴う地域福祉権利擁護

事業の利用者の増加など、個別援助活動の充実に努めます。 

これらの活動にかかる財源については、一般会費・賛助会費や寄附金、共同募金ですが、年々

減少傾向にありますことから、既存事業の経費見直しを行うとともに、限られた財源を有効に

活用するほか、財源確保に向け、地域住民の方々をはじめ企業、事業者などの協力が得られる

よう取り組みを進めます。 

さらには、市社協・学区社協が今日まで取り組んできた社協活動の総合力の向上に努めるた

め、まちづくり協議会や各種団体・関係福祉機関、行政などとの連携を強化し、「こころ温か

く支えあい 住みつづけたい 福祉のまち・くさつ」の実現に向け積極的な事業推進に努めま

す。 

 

 

 

 

 

１.基本方針 
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①地域福祉活動推進支援 

・市から生活支援体制整備事業を受託し、地域の支えあい活動を推進します。 

・医療福祉を考える会議など、地域共生社会づくりの協議の場を大切にし、住民主体の地域づく

りを支援します。（地域ごとに開催目的を明確にし、行政、地域包括と連携し丁寧に会議を進

めます） 

・地域住民の抱える多様な生活課題を受け止め、地域を基盤にして解決につなげる支援やその仕

組みづくりなど住民主体による福祉コミュニティづくりと住民活動の拡充に努めます。 

・小地域における住民福祉活動の推進と活動拠点の設置促進に努めます。 

 

 

②ボランティアセンターの機能強化 

 ・第２回草津市福祉教養大学を開校し、地域福祉の担い手の育成に努めます。 

 （新たに、地域課題解決型の大学院を開設し、自ら取り組む企画で活動を生み出します） 

・多彩なボランティア活動の場を設定し、ボランティア育成に努めます。 

 （気楽に参加できる体験型ボランティア講座などを開催します） 

 ・住民や施設等へ情報提供を行うとともに、ボランティア１０，０００人を目指し、センターの

マッチング機能の強化に努めます。 

・第８回ボランティアフェスティバルを開催するなど、ボランティアの交流と活動の場づくりに

努めます。 

 

 

③身近な居場所づくりの推進 

 ・地域サロンとく得バスツアーや交流会を通じてサロン間の情報交換や活動のメリハリづくりに

努めます。 

・フードバンク事業を活用し、食をテーマとする地域づくりを応援します。 

・歳末たすけあい募金の助成を受け、歳末子ども支援事業の拡充に努めます。 

・共同募金の地域助成や民間助成制度を活用し、多世代が交流できる居場所づくり活動の拡充に

努めます。 

・善意銀行などを有効に機能させ、地域福祉活動を応援する財源の確保に努めます。  

 

 

 

 

 

２.重点事業 
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(１)  地域福祉活動の周知・啓発 

 

見える社協、魅せる社協活動をめざして広報し、住民への啓発を行い、地域の福祉力アップ

を図ります。 

（単位：千円）     

事 業 ・ 項 目 内   容 予 算 財 源 

市社協広報紙「社協くさつ」

発行 

 

市社協事業、ボランティア活動や住民の福祉活動に着

目した市社協広報紙「社協くさつ」を年４回、市内の

全世帯と賛助会員に配布し、福祉の風土づくりを進め

ます。 

1,724 

481 

会費 

共募 

市社協ホームページ運営 地域福祉活動について随時情報を発信し、より多くの

方々に地域福祉活動に関心をもってもらえる身近な

ホームページを目指します。 

また、トピックスを活用し、ボランティアや地域の福

祉活動の様子や行事予定など、より多くの参加と応援

につながるような情報を提供します。 

324 会費 

社会福祉功労者等表彰式典 長年活躍されている地域福祉活動者やボランティア

活動者の功績を称え表彰します。また、社会福祉の向

上のため寄附された個人や団体に感謝の意を表しま

す。 

413 会費 

近所力アップ講座 地域に職員が出向き、より身近な福祉の専門職として、

住民同士の日頃からのつながりの大切さを伝え、住民

のみなさまとともに地域福祉活動の大切さを語りあい

ます。 

5 会費 

「パワフル交流・市民の日」

への協力 

市コミュニティ事業団が実施する「パワフル交流・市

民の日」に参加し、福祉活動やボランティア活動を市

民に広く啓発し、市民が福祉について身近にふれられ

るようなきっかけづくりをします。 

- - 

市社協キャラクター「ふくち

ゃん」啓発 

地域の各イベントへの着ぐるみ「ふくちゃん」の貸し

出しを行い、市社協の啓発につなげます。 

5 会費 

「広報くさつ」点字版作成・ 

配付 

視覚障害者への支援として、毎月１日号の「広報くさ

つ」の点字版を作成し、希望される人に配付します。 

277 市受託 

社会を明るくする運動 地域住民の犯罪防止と更生保護に対する一層の理解を

深めるため、関係機関・団体・学校が協働して運動を

展開します。 

114 市受託 

 

 

 

 

３.事業計画 
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(２) 地域福祉力の向上 
 

地域福祉力の向上と住民主体の地域福祉活動の発展のため、その基礎となる人づくり、またその

人を支援する体制をつくります。 

（単位：千円） 

事 業 ・ 項 目 内   容 予 算 財 源 

草津市福祉教養大学の開催 

(市民コーディネーター育成) 

 

「心に訴え、誰もが聞いてみたい斬新なテーマ」の講

座として、今まで福祉に興味がなかった市民に参加い

ただけるように、幅広い講師に講演いただき、地域の

担い手不足と言われている現状を打破すべく、地域福

祉活動者のすそ野を広げることを目的に、「福祉教養

大学」を実施します。 

また、卒業生を対象とした大学院を設立し、具体的活

動へのカリキュラムを設定し、丁寧に地域の活躍の場

へ草津市を愛する人材を送り届けます。 

652 

210 

市補助 

受講料 

福祉委員設置促進 「福祉委員の手引き」を更新し、学区社協との協働に

よる学習会等を開催することで、福祉委員活動が活発

に行われるよう支援します。また、希望する学区に福

祉委員委嘱状を交付し、円滑に活動できるよう支援し

ます。 

19 会費 

介護予防サポーターポイン

ト制度事業 

元気な高齢者の社会参加といきがいづくりについて、

市と連携しながら支援していきます。 

3,167 市受託 

地域サロン活動支援 

 

高齢者の見守り活動の推進や、介護予防と自立を促進

するため、サロン活動を行う者を育成するとともに、

様々な相談に応じる地域サロン支援員を配置し、サロ

ン活動の拡充をめざします。 

8,167 市補助 

地域サロン交流会 

 

地域サロンの横のつながりをつくるため、意見交換や

情報交換を行い、地域サロン活動の継続と活性化につ

なげます。 

139 

45 

市補助 

参加費 

とく・得バスツアー バスツアーを実施し、外出機会を増やす支援を行い、

地域サロン活動の充実と活性化を図ります。 

187 

240 

市補助 

参加費 

地域支え合い運送支援 

 

学区社協やまちづくり協議会が実施する移動困難者の

運送支援事業を支援し、住民が主体的に取り組む支え

合い活動が広がるよう支援していきます。 

既存実施学区である、志津南学区、老上学区・老上西

学区の活動が継続していくよう、安全運転講習会等の

開催などによりサポートします。 

520 市補助 

福祉車両貸出 外出が困難な高齢者や障害者のため、福祉車両を貸出

します。また、必要に応じて送迎ボランティアとの受

給調整も行います。 

送迎ボランティアに安全講習を行い、安全運転の周知

に努めます。 

1,090 会費 



平成３１年度事業計画書 

 
6 

高齢者への電話訪問 

 

６５歳以上のひとり暮らし高齢者や昼間独居高齢者

に対し、傾聴ボランティアが電話訪問することで孤

立・孤独を防ぎます。 

110 善銀 

草津フードバンクセンター

設置 

生活に困窮している世帯や住民同士の支え合い活動

を実施する団体に対して、食品のニーズを正確に把握

し、草津フードバンクセンターに集まった食糧を無償

で提供し、地域福祉活動推進の一助とします。また、

企業や個人にとっては、本事業への協力が社会貢献や

地域福祉活動への参加・協力になるという積極的な広

報活動を展開し、市民の協力を得られるようにしなが

ら善意の循環システムを構築します。 

100 

102 

市補助 

善銀 

地域のふれあいの場づくり 

助成 

学区社協を対象に、すべての人が住み慣れた地域で安

心して暮らしつづけられるよう、新たな地域福祉活動

の立ち上げ、そして既存の地域福祉活動の拡大・拡充

を支援します。 

300 ボラ基金 

寝たきり・認知症予防助成 市老人クラブ連合会が実施する介護予防事業を支援し

ます。 

72 共募 

障害児者介護者リフレッシ

ュ支援 

肢体不自由児者父母の会が中心となり実施する障害児

者の家族の心身リフレッシュと介護者同士の交流・情

報交換を支援します。 

40 共募 

知的障害者社会参加自立 

支援 

草津手をつなぐ育成会が中心となり実施する共同作業

所等で働く知的障害者の社会参加を促す交流や余暇活

動を支援します。 

40 共募 

視覚障害児者支援 草津点字グループあゆみ会に情報紙の点訳を依頼し、 

視覚障害者への情報提供を行います。 

5 共募 

中途視覚障害者支援 市視覚障害者協会が実施する外出歩行訓練や交流会事

業等を支援します。 

8 共募 

いきいきふれあい大運動会 

助成 

市心身障害児者連絡協議会が実施する「いきいきふれ

あい大運動会」事業を支援します。 

40 共募 

子ども福祉活動助成 

 

子どもの福祉活動を支援します。 53 共募 

福祉機器リサイクル 

（貸出事業）  

不要になった福祉機器のリサイクルを促進するととも

に、一時的に車いす等を必要とする人に３カ月を限度

に貸出します。 

143 市受託 
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(３)ボランティア活動の充実と住民参加の仕組みづくり 
 

住民どうしがふれあい、いきいきと楽しく活動するボランティアの輪を広め、絆をつむぐことが

できる地域をつくります。 

（単位：千円） 

事 業 ・ 項 目 内   容 予 算 財 源 

ボランティアフェスティバル 多世代がボランティア活動に参加するきっかけづくり

や、活動者同士のつながりづくり、そして社協活動を

魅力的に広く市民へ伝えることを目的として、子ども

から高齢者までが楽しく交流できる第８回のフェステ

ィバルを実施します。 

   490 

638 

市補助 

ボラ基金 

災害ボランティアセンター 災害ボランティアセンター運営協議会構成団体との連

携を深め、災害時における効果的なボランティア活動

を推進できるよう運営訓練を実施し、災害対応力の向

上に努めます。 

また、訓練に炊き出しや泥かき、土のう運び、床板は

がしなどの体験を取り入れて訓練内容を充実させる

など、センターの取り組みの周知・啓発を行います。 

さらに、日頃からの防災意識の醸成とセンター業務の

円滑化を図るため、有事の際に活動できる協力者とし

て、災害ボランティアセンター応援サポーターの募集

を行います。 

47 

47 

    

市補助 

ボラ基金 

移動ボランティアセンター ボランティアの発掘、啓発を行うため、市民の身近な

場所にボランティアセンターを設置します。 

また、各学区のイベント開催時にも、移動ボランティ

アセンターの設置に努めます。 

5 ボラ基金 

収集ボランティア啓発 

 

福祉に役立つ身近なボランティア活動である収集ボラ

ンティアを広めるため、裏面が封筒になるペーパーク

ラフト仕様の啓発チラシを福祉教育やイベント時に配

布します。また、地域や学校等へ啓発パネルを貸出し、

周知・啓発を行います。 

4 

 

ボラ基金 

ボランティア体験教室・ボラ

ンティアスクール 

 

一般向けに、ボランティア活動や地域福祉活動の理解

を広げるため、多彩なボランティア活動に触れてやっ

てみる場としてボランティア体験教室を行います。 

また、中高生向けに、次世代の担い手づくりやボラン

ティアの発掘を目的に、学校の授業では経験できない

新しい視点を学び、地域福祉やボランティアを身近に

感じられる夏のボランティアスクールを開催します。 

81 ボラ基金 

福祉教育の推進 福祉教育の推進として、「福祉教育・ボランティア学習

のてびき」を作成し、子どもたちの福祉に対する考え

方や豊かな心の育ちにつながるよう支援します。 

また、子どもたちの福祉への理解をすすめ、学びを支

31 ボラ基金 
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援するために、福祉学習機材の貸出やボランティア派

遣を行います。 

ボランティアグループリスト

作成 

 

ボランティア・地域サロングループリスト、出前ボラ

ンティア一覧を作成し、ボランティア団体の紹介と活

動場所の拡大、地域サロンへの参加者増による活動の

活性化を図ります。 

43 ボラ基金 

市ボランティア連絡協議会  

助成  

ボランティアグループの横のつながりを強化し活動を

広げるため、ボランティア連絡協議会活動を支援しま

す。 

   48 共募 

ボランティア保険・ボランテ

ィア連協加入促進  

ボランティア活動保険の一部助成によりボランティア

連絡協議会の加入を促進します。 

70 ボラ基金 

ボランティア団体活動助成 

 

ボランティア活動の充実を図るため、ボランティアセ

ンターに登録されたボランティアグループに活動助成

を行います。 

600 ボラ基金 

ふれあい基金活動助成 

 

県社協のふれあい基金助成事業を活用し、ボランティ

ア活動の充実を図ります。 

770 県社協補助 

 
 
(４)住み慣れた地域で安心して暮らせる体制づくり 
  ①学区社協活動をはじめとした地域福祉活動支援 

  ②小地域福祉活動における民生委員・児童委員との連携 

  ③ボランティアセンターの機能強化 

（単位：千円） 

事 業 ・ 項 目 内   容 予 算 財 源 

学区社協会長会 学区社協会長の情報交換や福祉でまちづくりを推進す

る会議を年１０回程度開催します。また、年に２回学

区社協事務局長会議を開催し、学区社協事務局の支援

体制の強化の支援を図ります。 

また、各学区の特徴や学区社協の活動状況をまとめた

学区社協便覧を作成し、学区社協活動を啓発・支援し

ます。さらに、「学区社協を中心とした活動を魅せる」

をテーマに、さまざまなメディアを活用しながら、学

区社協活動の魅力を多くの市民へ啓発できるよう努め

ます。 

711 会費 

地域福祉活動助成 

学区社協運営支援 

地域の支えあい活動を推進するため「福祉の土壌づく

り」「活動の担い手づくり」「個別援助活動」「地域福祉

関係者との交流」を進める学区社協を支援します。 

3,640 

1,050 

1,905 

共募 

ボラ基金 

会費 

地域福祉コーディネーター

による学区社協支援 

学区担当制を敷き、学区社協とともに各学区の地域課

題を把握し、課題解決へ向けた地域福祉活動の推進を

図ります。また、研修会等を通し、職員の地域福祉コ

ーディネーターとしての資質の向上に努めます。 

 

45,103 

1,000 

 

市補助 

自主 

 



平成３１年度事業計画書 

 
9 

地域福祉活動推進の支援強化 

 

草津市地域福祉活動計画策定委員会を開催し、第３次

草津市地域福祉活動計画の進捗確認の場として、今後

の草津市での地域福祉の推進のあり方・市社協のさら

なる事業展開等を検討します。平成３１年度は計画実

施から３年目の中間にあたるため、取り組み内容など

の振り返りを行う、計画の中間評価を実施します。 

さらに、すべての学区社協で懇談会を実施し、学区の声

や特徴をとらえた支援ができるよう努めます。 

153 

153 

会費 

市補助 

草津市民生委員児童委員 

協議会事務局 

事務局担当の職員を配置し、毎月１回、総務会、必要

に応じ総務委員会を開催します。また、５部会２委員

会１連絡会をはじめとした民児協活動が活発に機能す

るように支援します。 

さらに、学区担当制による情報提供やアドバイスを行

うなど、個別援助活動が円滑にできるよう民生委員・

児童委員活動を支援・協力します。 

別途  別途 

歳末たすけあい見舞金の 

配付 

市内の準要保護世帯に、民生委員・児童委員と協力し

て見舞金を配付します。また、施設に入所または通所

されている障害者に歳末時期に安心して暮らしても

らうため、障害者福祉施設、団体等へ見舞金を配付し

ます。 

6,185 

 

共募 

歳末子ども支援事業助成 年末年始時期に子ども等を対象にした事業を行う学

区社協や住民主体のボランティア団体等に対して、支

援金の助成を行います。 

100 共募 

緊急食糧支援事業 一時的に支援が必要な世帯には緊急的な支援として

食糧を支給します。 

150 共募 

ボランティアセンターの運営

と機能強化 

 

ボランティアの周知・啓発を行うとともに、趣味や特

技がボランティアにつながるきっかけづくりを進め、

誰もが気軽にボランティア活動に参加できる仕組みを

つくります。 

「お願いしたい」「やってみたい」と思えるような、多

種多様なボランティア活動の充実を図り、暮らしの問

題を解決する取り組みを進めます。 

はじめて活動する人の不安を軽減し、依頼側にも安心

して受け入れてもらえるよう、わかりやすいチラシな

どでボランティア活動における大切なポイントを丁寧

に説明し、活動への参加・継続を支援します。 

730 

 

ボラ基金 
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(５)個別援助活動の充実と市社協の基盤づくり 
① 地域福祉権利擁護事業の充実 

② 心配ごと相談・貸付事業の充実 

③ 行政・専門機関、福祉専門職との連携強化 

④ 役員体制と事務局体制の強化 

⑤ 地域福祉活動推進に要する財源確保 

（単位：千円）  

事 業 ・ 項 目 内   容 予 算 財 源 

地域福祉権利擁護事業の 

推進 

判断能力が充分でないため、毎日の暮らしのなかで福

祉サービスの利用手続きや日常のお金の管理が不安な

人が、地域で安心して生活を送れるように支援する地

域福祉権利擁護事業の充実に努めます。 

また、事業の周知啓発に努めるとともに、生活支援員

のスキルアップのため、市社協での研修会の実施や、

県社協実施の研修の受講案内を行います。 

1,396 

306 

2,539 

会費 

市補助 

県社協補助 

心配ごと相談所開設と 

相談員連絡会の開催 

住民の皆さんの身近な暮らしのなんでも相談窓口とし

て「心配ごと相談所」を開設します。 

さらに相談員どうしの情報交換を目的とした連絡会を

開催し、スキルアップのための研修会も実施します。 

893 

830 

 

会費 

市補助 

生活つなぎ資金貸付 

 

 

一時的に生活困難に陥った世帯に生活のつなぎとして

資金を貸付し、健康で安心できる生活の維持と自立の

助長を図ります。 

2,040 善銀 

生活福祉資金貸付 経済的に困っている人に県社協の生活福祉資金の貸付

相談や貸付手続きを行います。 

また、民生委員・児童委員が実施する生活福祉資金貸

付者に対する償還指導についても支援していきます。 

2,957 県受託 

生活支援体制整備事業 

（地域支えあい推進員による

学区支援） 

地域における包括的な支え合い活動を推進するため、

多様な活動団体・事業者等が連携・協議し、様々な日

常生活上の支援体制づくりを進めるとともに、高齢者

の社会参加の推進を図ります。 

特に行政・地域包括支援センター・市社協が密に連携

し、学区医療福祉を考える会議が継続・設置できるよ

うに支援をしていきます。 

  20,117 市受託 

各種事業推進に係る関係機関

との連携強化 

貸付事業利用者や地域福祉権利擁護事業利用者等、暮

らしに様々な困りごとを抱えた人たちを継続的に支

援していくため、市くらしのサポートセンターや地域

包括支援センター等の支援機関との連携強化を図り

ます。 

    - - 

第三者委員会の設置 市社協が実施する事業の信頼性の確保及び適正な事

業実施を図るため、苦情解決の第三者委員会を設置し

ます。 

 

 5 自主 
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理事会・評議員会の開催なら

びに研修会の開催 

理事会・評議員会を開催し、役員体制の強化および透

明性のある組織運営を図ります。 

 850 自主 

職員研修、職員会議の開催 

 

 

人権意識の向上や地域福祉コーディネート力のスキ

ルアップを目的に研修を実施します。また、事業の進

捗状況を毎月確認しつつ草津市の地域福祉活動の展

開や社会福祉の動向等を意見交換する場をつくるほ

か、権利擁護事業や貸付事業の担当者会議を開催する

など、職員同士の連携を図ります。 

70 自主 

地球温暖化防止推進 省エネに取り組み、ゴーヤーカーテンをつくり、エコ

意識を高めるとともに、クールビズ及びウォームビズ

夏季および冬季の空調設備費用を抑える等、エコロジ

ーとエコノミーの両立の取り組みを行います。 

6 自主 

共同募金（赤い羽根・歳末

たすけあい）運動の推進 

民間福祉事業の振興を図るために１０月１日から１

２月３１日まで、全国的に展開される「赤い羽根共同

募金運動」を推進します。 

別途 

(市共同募金 

委員会) 

別途 

(市共同募金

委員会) 

赤十字事業の推進 

(日本赤十字社滋賀県支部草津市

地区事務局) 

日本赤十字社の会員募集や赤十字活動の普及を図り、

赤十字の活動を支える草津市赤十字奉仕団の活動を支

援します。 

別途 別途 

社会福祉援助技術現場実習 社会福祉の専門家をめざす学生に、人材育成の一環と

して社会福祉士国家試験受験資格取得に必要な実習

の場を提供します。 

  112 自主 

市社協会費の拡大 福祉でまちづくりに参画する仕組みである社協会員

制度の理解を広げる取り組みをすすめます。 

○一般会費 … 学区社協と連携し、世帯を単位にし

た社協への参画を促進します。 

○賛助会費 … 学区社協と連携し、企業を単位にし

た社協への参画を促進します。な

お、賛助会費の内 55％を学区社協へ

助成します。 

7,423 

 

会費 

善意銀行事業 生活つなぎ資金の貸付、高齢者への電話訪問事業、子

どもの居場所づくり等地域福祉活動への支援を行う

フードバンクセンター事業等の善意銀行事業につい

て、広報紙やホームページだけでなく地域事業に出向

く際にも啓発を行い、地域福祉活動を応援する財源と

して市民の善意の寄附金を積極的に募集するととも

に有効に活用します。 

101 善銀 

ボランティア基金の運用、

寄附金の募集 

ボランティアセンターの運営ならびに多様なボラン

ティアや地域福祉活動の振興に努めるための寄附金

の募集に努めます。現賛助会員に、年に一度程度寄附

の案内を社協くさつ送付の際に同封するとともに、基

金を有効に運用し、財源の確保に努めます。 

1,080 

360 

自主 

ボラ基金 
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「社協くさつ」「ホームペー

ジ」有料広告の拡大 

市社協広報紙「社協くさつ」およびホームページのバ

ナー広告掲載の積極的な募集を行い、財源確保に努め

ます。 

192 自主 

寄附付き名刺の発行 寄附金の増収および地域住民が気軽に参加・協力でき

る地域福祉の推進を図るため、企業が提供する名刺に

対し一定の割合で企業等が売り上げの一部を当会に

寄附する「寄附付き名刺」を発行します。 

1 自主 

ふくちゃんグッズの販売 ふくちゃんグッズを市社協や地域の行事等で販売し、

グッズを通しての市社協の啓発および財源の確保に

努めます。 

1 自主 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市社協が担う事務局機能 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

基本理念：こころ温かく支えあい 住みつづけたい 福祉のまち・くさつ 

Ⅰ 住民主体の福祉のまちづくり 
～参加と協働の地域福祉活動の推進～ 

Ⅱ 市社協が取り組む福祉のまちづくり 
～地域福祉活動発展計画～ 

基本目標 1 福祉の風土づくり 
子どもから高齢者まで一人ひとりが尊重され、くらしの
課題を他人ごととしない福祉の風土をつくるため、地域
福祉活動の魅力を広く広報し、住民への啓発に取り組み
ます。 

 
〇推進項目 : 地域福祉活動の周知・啓発 
 
重点項目① 地域の活動を見せる福祉の風土づくり 
重点項目② 住民どうしが互いに見守り励ましあう関係づくり 
重点項目③ ボランティア活動を応援する環境づくり 

基本目標 2 住民主体の活動づくり 
 くらしの課題を共有し、解決に向けての地域福祉力向上
を図るため、人づくりとその人を支援する体制をつくり
ます。 

 
〇推進項目 : 地域福祉力の向上 
 
重点項目① 地域福祉活動の担い手づくり 
重点項目② 地域で支えあう仕組みづくり 
重点項目③ 住民福祉活動計画の推進 

基本目標３ 絆をつむぐまちづくり 
住民どうしがふれあい、いきいきと楽しく活動するボラ
ンティアの輪を広め、絆をつむぐことができる地域を創
ります。 

 
〇推進項目 : ボランティア活動の充実と住民参加の 

仕組みづくり 
 

重点項目① ボランティア活動の充実と活性化 
重点項目② ボランティア活動への住民参加の促進 
重点項目③ すべての人が社会参加する仕組みづくり 

○推進項目 : 住み慣れた地域で安心して暮らせる体制
づくり 

 
重点項目① 学区社協活動をはじめとした地域福祉 

活動支援 
重点項目② 小地域福祉活動における民生委員児童委

員との連携 
重点項目③ ボランティアセンターの機能強化 

○推進項目 : 個別援助活動の充実と市社協の基盤づくり 
 
重点項目① 地域福祉権利擁護事業の充実 
重点項目② 心配ごと相談・貸付事業の充実 
重点項目③ 行政・専門機関、福祉専門職との連携強化 
重点項目④ 役員体制と事務局体制の強化 
重点項目⑤ 地域福祉活動推進に要する財源確保 

〇草津市民生委員児童委員協議会事務局 
・市民児協運営支援  
・市民児協 5 部会2 委員会１連絡会支援 
・14 学区民児協支援  ・個別援助活動支援 

〇滋賀県共同募金会草津市共同募金委員会事務局 
・一般募金の推進   
・歳末たすけあい運動の推進 

〇日本赤十字社滋賀県支部草津市地区事務局 
・社資募集  ・赤十字奉仕団支援 ・災害支援 

（６）第 3次草津市地域福祉活動計画の体系図 


